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　7 月 14 日、野球少年団「豊頃ドリームズ」が全
道大会出場の挨拶に山本教育長のもとを訪れまし
た。7 月 1 日、2 日に行われた十勝支部予選でブロッ
ク優勝を果たし、7 月 8 日に行われた代表決定戦に
て惜しくも準優勝となりましたが、8 月 5 日から行
われるホクレン旗争奪第 35 回北海道少年軟式野球
大会への出場が決定しました。選手たちは「今まで
戦ったことのない選手たちから 1 点でも多く点を
取って優勝したい」「チームに貢献できるように練
習を頑張りたい」と意欲を語り、それを受けた山本
教育長は「20 年ぶりに全道の切符を得て誇らしく
思う。日頃の練習の成果を大会で発揮し、目標を達
成してほしい」と激励しました。

豊頃ドリームズ全道大会出場挨拶

　７月 16 日、大津稲荷神社の祭典本祭で、地域の
若手漁業者らによる『船神輿（ふなみこし）』が海
の安全や地域の繁栄を願い、大津地域を練り歩きま
した。当日は若手漁師らによる『鮭友（けいゆう）
会』を中心に地域ゆかりの若者らが担ぎ手として参
加し、水産会社や大津漁港、商店などに立ち寄り、

一本締めで豊漁などを
祈願しました。
　また、大津小学校の
児童らによる子ども神
輿や YOSAKOI も披露
され、大いに盛り上が
りました。

船神輿、大津を練り歩く

　7 月 20 日、21 日はスーパーアグリで、22 日、
23 日には豊頃物産直売所にて、互産互生事業の
一環で茨城県筑西市産の黒こだまスイカが販売
されました。筑西市産のこだまスイカを販売す
るのは、今回で３回目。
　今回の「黒こだまスイカ」は、真っ黒な見た目
からインパクトも強いですが、味はこだまスイカ同
様大変甘く、シャリシャリとした食感が美味しさを
引き立てます。
　スイカを購入されたお客様からは「楽しみにして
いた。また食べられて嬉しい」という感想が聞かれ、
試食をされて購入される方も多く、大変好評でした。

互産互生「黒こだまスイカ」

　7 月 20 日から「ＪＲ北海道わがまちご当地入場
券」を販売しています。豊頃町で販売する入場券は、
青空にたたずむ「はるにれの木」がデザインされて
います。各自治体ごとの特色を生かしたデザインで、
全 101 種類となっています。
　初日に、帯広市から来た男性は新得町から始まり
当町で 5 件目の購入と話していました。各地ごと
に違ったデザインということもあり、収集する楽し
みもあるそうです。
　こちらは平日のみの販売で、役場 3 階企画課に
て取り扱っています。
　役場企画課町づくり推進係☎ 574-2216 までお
問合せください。

わがまちご当地入場券の販売

　7 月20 日、「若者の活力を活かした総合プロモー
ション事業」の一環として、第 1 回目の「いもコジ」
が行われました。
　昨年度から「豊頃男子」として活動している約
15 名が集まり、参加者は昨年の反省を踏まえつつ、

「自らで集客すること」や「様々な分野の方々と関
わり合って活動の質を高める」などを今年の目標
として、意見交換を行ないました。
　昨年行なった直売会などで出会ったお客様がモ
ニターツアーに来られたこともあり、人と人との
つながりが大切で、短い時間であっても信頼関係

を築き、それが集客につながっていく大切さを再
認識していました。
　今年も東京で開催される「日本一の町食試食会」
などへの参加を予定しており、そこで販売する豊頃
町の商品を改めて勉強することや、ＳＮＳを使って
集客するなど、今後の活動の広がりに戸惑いを見せ
るものの、参加者は前向きに話し合っていました。
また、町では一緒にこうした活動をしてくれる若者
を募集しています。
　詳しくは役場だより「豊頃町をＰＲしてくれる若
者を募集します！」（P33）をご覧ください。

第1回「いもコジ」～若者の活力を活かした総合プロモーション事業～

　７月 14 日から 17 日にかけて、『ゆるゆる十勝自転車旅
～静岡－豊頃交流サイクルツアー 2017 ～（主催：こうふ
く観光プロジェクト検討委員会）』が行われました。

昨年は十勝～日高を縦断する海沿いの広域コースでした
が、今年は士幌から豊頃町へ縦断する山の景色が楽しめる
コースが設定され、静岡県から 20 名が参加しました。
　15 日は三国峠から出発し、士幌町、池田町を回って豊
頃入りをし、16 日ははるにれの木をスタートし、芽室町
を経由して帯広駅を目指すルートで、参加者はさっそうと
駆け抜けていきました。

ゆるゆる十勝自転車旅　～ 静岡 － 豊頃交流サイクルツアー 2017 ～ 

「いもコジ」とは…

二宮尊徳が芋を洗うとき
に水を張った桶に芋を入
れ、棒で混ぜることで芋
どうしが互いに磨き合う
様子を見て、自発的な意
欲と努力を生み出すため
に、人々が集まり話し合
う場のことを「芋こじ」
と呼びました。

昨年のプロモーション事業の様子
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